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議員提案・研修会

 

議
員
提
案
第
１
号

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

提
案
趣
旨　
　

提
案
者　

菊
地　

誠
道
議
員

　

本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
開
催
さ
れ
ま
し
た
標

茶
町
議
会
議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
検

討
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、
議
会
か
ら
の
選
任
監
査
委

員
の
報
酬
が「
全
道
一
高
い
こ
と
や
識
見
委
員
と
の
報

酬
に
差
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
現
行
の
議
会
選
任
の
監

査
委
員
報
酬
の
引
き
下
げ
を
行
う
運
び
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
内
容
は
監
査
委
員
報
酬
を
識
見
選
任
委
員
と
議

会
選
任
委
員
に
分
け
て
、
議
会
選
任
委
員
報
酬　

月
額

８
万
円
を
６
万
８
千
円
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。（
識

見
選
任
委
員
は
現
状
の
８
万
円
）
こ
の
条
例
は
平
成
２７

年
５
月
１
日
か
ら
施
行
。

　

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

議
員
提
案
第
２
号

標
茶
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

提
案
趣
旨　
　

提
案
者　

本
多　

耕
平
議
員

　

私
が
議
席
を
持
っ
て
早
3
年
8
か
月
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
町
の
広
報
に
よ
る
と

そ
の
年
の
４
月
の
人
口
は
８
、４
２
３
人
で
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
１２
月
の
人
口
は
８
、０
０
５
人
で
、
４
１
８

人
の
減
少
で
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
町
民
の
経
済
も
活
路

を
見
い
出
せ
な
い
で
い
る
今
日
で
あ
り
ま
す
。
標
茶
町

議
会
議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
で
意
見
を
交
換
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
議
会
改
革
を
一
歩
進

め
る
べ
き
と
強
く
考
え
、
議
員
定
数
１
名
の
削
減
を
提

案
す
る
も
の
で
す
。

　

標
茶
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。
第
2
条
中
１４
名
を
１３
名
に
改
め
る
。
こ
の

条
例
は
次
の
標
茶
町
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
か
ら
施
行

す
る
。

　

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

釧
路
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

釧
路
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
研
修
会
が
平
成
２６
年

１０
月
２０
日
・
２１
日
弟
子
屈
町
で
開
催
さ
れ
、
３
名
の
方

の
講
演
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

「
Ａ
Ｎ
Ａ
流
の
働
き
方
～
女
性
管
理
職
と
し
て
」

　
　
　

全
日
本
空
輸（
株
）釧
路
支
店

　
　
　

支
店
長　
　

井　

上　

か
お
り 

氏

「
北
海
道
の
可
能
性　

釧
路
の
チ
ャ
ン
ス
」

　
　
　

北
海
道
は
ま
な
す
食
品（
株
）

　
　
　

代
表
取
締
役
社
長　

永　

田　

吉　

則 

氏

「
議
会
改
革
の
課
題
」

　
　
　

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　

事
務
局
長　
　

村　

川　

寛　

海 

氏

議
員
提
案 

可
決
さ
れ
ま
し
た



しべちゃ議会だより　№9613

議　員　名　

　議案等の内容

松
下　

哲
也

長
尾　

式
宮

菊
地　

誠
道

本
多　

耕
平

林　
　
　

博

黒
沼　

俊
幸

後
藤　
　

勲

舘
田　

賢
治

鈴
木　

裕
美

田
中　

敏
文

熊
谷　

善
行

深
見　
　

迪

川
村
多
美
男

結　
　
　

果

「安全・安心の医療・介護の実現、医療・
介護従事者の大幅増員と処遇改善を求
める意見書」の採択をもとめる陳情

○ × × × ○ × × × ○ × × ○ × 不採択

「必要な介護サービスを受けられるよう
求める意見書」の採択を求める陳情 ○ × × × ○ × × × ○ × × ○ × 不採択

「寡婦（夫）控除をすべてのひとり親家庭
に適用することを求める意見書」提出を
求める陳情

○ × × × ○ × × × ○ ○ ○ ○ × 不採択

標茶町議会議員定数条例の一部を改正
する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

◆ ◆ ◆ ◆ ◆　平成26年第４回定例会賛否一覧　◆ ◆ ◆ ◆ ◆

※これ以外の議案等は全員一致です。

○ 賛成　× 反対 　退 退席　欠 欠席　（議長は、採決に加わりません。）

「
寡
婦（
夫
）
控
除
を
す
べ
て
の
ひ

と
り
親
家
庭
に
適
用
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
」
提
出
を
求
め
る

陳
情賛

成
討
論
　
鈴
木　

裕
美 

議
員

　

寡
婦（
夫
）
控
除
は
、
所
得
税
法
第
81

条
に
も
と
づ
き
婚
姻
歴
の
あ
る
居
住
者
に

対
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
控
除
の
で

き
る
金
額
は
女
性
一
般
で
27
万
円
、
特
別

控
除
で
35
万
円
で
す
。
男
性
は
一
般
控
除

の
み
で
す
。
戸
籍
上
で
婚
姻
歴
が
な
い
場

合
は
、
寡
婦（
夫
）
控
除
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
各
自
治
体
で
保

育
料
や
公
営
住
宅
等
の
減
免
に
、
寡
婦

（
夫
）
控
除
の
み
な
し
適
用
の
実
施
が
全

国
的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
は
税

法
上
の
問
題
で
、
所
得
税
法
第
81
条
の
改

正
が
な
さ
れ
な
い
限
り
各
自
治
体
が
独
自

施
策
で
実
施
し
て
い
る
状
況
で
す
。
全
国

各
地
の
議
会
で
は
、
婚
姻
歴
の
有
無
に
係

わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
寡

婦（
夫
）
控
除
の
適
用
を
求
め
る
意
見
書

が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

税
法
は
公
平
・
中
立
で
あ
る
こ
と
が
基

本
原
則
で
あ
り
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
が
不

利
に
扱
わ
れ
る
合
理
的
な
理
由
は
あ
り
ま

せ
ん
。
憲
法
の
公
平
な
原
則
か
ら
も
差
別

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

よ
っ
て
私
は
一
日
も
早
い
法
改
正
を
望
み

陳
情
に
賛
成
し
ま
す
。

標
茶
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

反
対
討
論
　
深
見　
　

迪 

議
員

　

私
は
、
議
員
提
案
第
二
号
標
茶
町
議
会

議
員
定
数
の
一
部
改
正
に
反
対
す
る
立
場

か
ら
討
論
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
12
月
10
日
、
議
長
を
除
く
13

名
で「
標
茶
町
議
会
議
員
定
数
等
調
査
特

別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
議
員
定
数
、

議
員
及
び
監
査
委
員
の
報
酬
等
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会

で
は
、
議
員
定
数
14
名
の
現
状
維
持
に
つ

い
て
特
に
反
対
の
意
見
が
一
つ
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
、
議
員
定
数
に
つ

い
て
は
、
人
口
面
、
産
業
の
発
展
等
の
面

か
ら
見
て
も
、
議
員
の
果
た
す
べ
き
役
割

を
さ
ら
に
発
揮
し
、
住
民
か
ら
の
支
持
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
、

議
員
、
議
会
活
動
に
積
極
的
か
つ
前
向
き

の
意
見
が
大
勢
を
占
め
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
更
に
言
え
ば
、
第
４
回
定
例

会
冒
頭
の
町
政
執
行
方
針
で
町
長
が
述
べ

た
よ
う
に
、「
食
肉
セ
ン
タ
ー
」「
Ｔ
Ａ
Ｃ

Ｓ
し
べ
ち
ゃ
」、「
研
修
セ
ン
タ
ー
」
の
大

き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
町
立
病
院
の
課

題
、
大
き
く
変
化
す
る
社
会
福
祉
を
ど
う

す
る
の
か
と
い
う
大
き
な
課
題
を
前
に
し

て
、
現
状
14
名
の
定
数
を
維
持
し
議
会
も

総
力
を
挙
げ
て
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
私
は
議
員
定
数
を
現

行
14
名
か
ら
13
名
に
削
減
す
る
提
案
に
反

対
い
た
し
ま
す
。

賛否一覧
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集

記

編

後

　

九
月
二
十
九
日　

広
報
調
査
特
別
委
員
会

　

九
月
三
十
日　
　

広
報
調
査
特
別
委
員
会

　

十
月
十
六
日　
　

総
務
経
済
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　

十
月
十
七
日　
　

議
会
運
営
委
員
会

　

十
月
十
七
日　
　

広
報
調
査
特
別
委
員
会

　

十
月
二
十
日　
　

第
３
回
臨
時
会

　

十
月
二
十
日　
　

平
成
２５
年
度
標
茶
町
各
会
計
決
算

　
　

～
二
十
一
日　

審
査
特
別
委
員
会

　

十
月
二
十
三
日　

釧
路
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
　

～
二
十
四
日

十
一
月
十
三
日　
　

厚
生
文
教
委
員
会
所
管
事
務
調
査

十
一
月
十
九
日　
　

総
務
経
済
委
員
会
条
例
審
査

十
一
月
十
九
日　
　

全
員
協
議
会

十
一
月
二
十
六
日　

議
会
運
営
委
員
会

十
一
月
二
十
七
日　

第
４
回
臨
時
会

十
一
月
二
十
八
日　

釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
議
会
第

３
回
臨
時
会

十
二
月
五
日　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

十
二
月
九
日　
　
　

第
４
回
定
例
会

　
　
　
　

～
十
日

第
四
回
定
例
会 

議
会
日
誌
か
ら

　

平
成
２７
年
元
旦
、
多
和
平
の
初

日
の
出
を
見
る
会
に
参
加
し
ま
し

た
、
例
年
に
な
く
穏
や
か
な
気
候

で
し
た
が
曇
り
空
で
初
日
の
出
は

見
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者

一
同
で
初
日
の
出
が
出
る
方
向
に

向
か
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を

込
め
て
お
参
り
し
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
も
今
回
の
発
行
も
含

め
て
２
回
と
な
り
ま
し
た
。
町
民

の
皆
様
に
解
り
や
す
く
多
く
の
情

報
を
提
供
す
る
べ
く
、
広
報
委
員

会
開
催
ご
と
に
研
究
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
私
自
身
も
委
員
と
し

て
は
も
ち
ろ
ん
、
議
員
と
し
て
も

大
変
多
く
の
勉
強
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。　
　

　
「
議
会
だ
よ
り
」は
、
見
や
す
く

解
り
や
す
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
編
集

し
て
お
り
ま
す
。

　

お
気
付
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

（
文
責　

熊
谷
善
行
）

標茶町議会アドレス　http://www.town.shibecha.hokkaido.jp/yakuba/gikai/

本町を担う新成人


